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大1坂湾の水温が例イliより1度以 Lも高めに終始した冬場から、

ようやく春を迎えて水温の障1復する時期を迎えた今、不安定な

天候に'肝巧まされて出漁もままならない状況が続いていまi

この稿を言いているここ数日散り始めσD桜の花びらを吹き飛ば

すような西南内の強風が吹き荒れています)

本来なら温かい春風のはずが、い|ったことに冷たい風ですЭ II

本海を次々と低知1:が通過し、この低知キ:に太 |ヽ 羊々にある移動

性の高気圧から■l‐南Fl‐の強い風が吹き込んでいるわけ$8エ

れによつて孫帥卜水道の温かい潮が押しLげられ、マダイ、タチ

ウオなどが入り込む
“
Lり
"の
現象が起きる訳ですε

ところが、4月初めからの天候はといえば、いわゆる採種梅雨

の状態が続き、ほとんど日青れた日がない状態でし亀 原因は日

本列,島の天供をメ1ニイ河
｀
る役害1の偏Fl‐風 (ジェット気流)が 例年

よりFl‐に出宙行していることがあります〕

ある乗合船の船長の話ですが 「沖に出やれる「|がないんょ、予

約のお客さんがあってt)、天気予報で、天負8ま荒れ気味で不安

定やて言われたら、来てくれて、よう言わん.実 際に現場の海

では、たいがいお付||せるんやけどなJ

釣り仲間イ可人かを誘って営ヤ子計Lalをヽ
1た
て、船頭に予約した、グ

ルーブ
!の
リーダとしては、もつとも悩ましい天気だというわけ

です。こういう時に得てして起

こりがちなのが 「海が凪ぎでも

雨やつたら止めよ力Jと いつて、
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天候不安定の春に思う
(遺稿文より) 来田 仁 成

(大阪府釣リインストラクター連絡機構代表)

際 にキャンセルしてくる人もいるは

ずです。El_つて大1坂湾沖釣リクラブ会

片i150人のお世言舌をしていた時代 「オ

マエ、雨で溶けるん力」などという激しい言葉のやり取りもあ

りまし亀

沖釣りのクラブというより、沖釣りの仲間のルールとして、計

山Fを言い出した人の 「この指にたかる」以 上、企ての判断はそ

の人にイモせ、余計な日|||しをしないのが基本的な′首尋でしょう。

口を出したけれ,ず自分で算ヤ予計画を立てて運営すれiゴいいわけ

ですD

そうしたささやかな探め!事が、結構深刻な不和につながるこ

とを理解しておいて、仲良く釣行を共にして下さし、共に同じ

好みを持つ仲間が末永く続くために、ぜひ凋願いしておきますィ〕

それにしても気候と水ヤ品σD二 最ヽ きの荒れ捜様、なんとか落ち

精いて船 3果を期待したいものです才乳

翠                        堪

平成 17年2)J発行の広報誌 15号。か ら本誌44号ま

で15年間、行号の トップページで算Jり人としての

義務や権利、白然に対する取 り組み方や心がけな

どを発信 していただきました、これからも来田代

表の意思を受け継ぎ、釣 り・地球環境に係る諸問

題に取 り組んでいかねばと考えています。

本当にありがとうございました。

鞄                      ゴ

末田代表を偲んで。

イIil本釣IJl体1協議会 専務Ptt if

大阪府算Jインストラクター連絡機構伸1代交

綿井良降

JOFI大阪、宋IH仁成代表が6月22日 早朝に逝去されまし

た。僕と宋「|さんの出会いは占
‐
く、40年近く前になりま

す。肖時勤めていたグループ会社のデザイン事務所で、

その会社の社長から紹介されたのが初めてお話 しをした

時とf己憶 していますD

その社長は凧 (ゲイラカイ ト)で 仕掛けを沖に運ぶ とい

う、ちょつと屑唾な釣 り方を提唱されていたので取材に

来られていたところでした。

当時は極少数派のルアー釣 りをしていた僕に興味を持つ

て 下さつたのか、以後は事あるたびに連絡を ドさり、合

流させていただきました。

ある時は近鉄電車とタイアップしてバス釣り大会をする

から手伝えとか、突然の呼び出しに道頓堀の豚カツ屋の

座敷に出向くと 「回と交渉 しインス トラクター制度を作|

る。ルアー関係で知っているのは若しかいないから参力日

せよJと か、大阪の釣り団体協議会にルアーのクラブが

無いから入れだとか、まだ若く釣り界の知識が無い僕に

子取り足取り指導を下さり、まさに育てていただいたお
一人だと実感 しています。

特にここ20年ほどは針Jり人としての義務や権利、自然に

対する心がけなどを積極的に発信され、僕ばかりではな

く若い釣り人にも大きな影響を与えてこられたことは皆

さんもご存知の通りです。

大きな力を失ってしまった喪失感は否めませんが、その

意思を受け継ぎ少しでも良い釣りの世界を築いていかね

ばと考えています。本当にありがとうございました。

また、涅柴でお会いしましょう。  合 掌



大阪府釣インストラタル連絡機構(」OFI大阪)代表来田仁成さん追悼
平成16年度総会で11機構の代表に就任以来15年間にわたり釣り文化普及及び11機構の発展に尽力いただいた

末卜Hll成さんが病気瞭養中のところ6サ122 1 1 ( | : )ご逝去されました.心 からごケ=福をお祈りいたします。

故宋田代表と釣 りの思い出。 弔辞にかえて

Pヽ()法人釣り文化脇会

対坂府李(Jインストラクタi llネ各機1洋ケtオ務剤̀

宋円先生 との初めての出会いを振 りかえれば、 tD

う30年 以 Lに な ります。肖時 NHK文 化センター

の釣 り教室の一生徒であった私を針Jりの世界に誘つ

ていただき、その後 そ)釣りだけでなく釣 りを通 した

さまざまなものの見方について教えていただいたこ

とは今 (D私の人生の糧 となつています。

先生のお話しされる口調は非常にソフトでしたが、

その中には確ド|とした,ま志が感じられ、思わず説得

されてしまうことが何度もありました。

先生との釣りの思い出の中でも記憶に残っている

のは、 10年 以 Lにわたつてご一緒させていただい

たアマゴ釣りです。毎年解禁日の前日の夜中に|||か

け、クルマで荒れた林道を走り、その先は林道歩き

と沢査りという結構ハー ドな釣 りでしたが、嬉々と

して沢を歩かれている姿が今t♪日に浮かびます。そ

の後私は仕事が多忙となり、しばらく解禁口には鮮」

りに行けない状況が続いていたのですが、できたら

もう一度ご一緒させていただきたかつたなと思 う今

日このごろです。

釣 り会のために多大な貢献をされたにモ)かかわら

ず志半ばで逝かれたことは残念でなりませんが、心

よりご冥福をお祈りいたしております。

―一―――――――――――J

古鋼企山i出版代表

人木購呂

昨年 十 二ナ」初旬、梅 円で とあるグJり

の会合があり来1日仁成さんにお日に掛った。そのあと

少時ロビーで談笑、期せずして“1いの口を衝いて出た

のは故人となられた針Jり界の諸先達の、釣り精神、情

熱ヽへの畏敬であつた。

同時に、紙媒体とは異質の IT(情 報技術)が 世の

中を支配する現在、江戸時代に津軽采女が著わしたぶJ

りの精南書 『何羨録』以来、連綿と先進から受け継い

できた所謂、 「釣り心」の伝水が、この先、どうなる

だろうか、という漠たる懸念にt)、話は及んだ。

続きを喋り年ら大阪メトロの西梅田駅まで歩き、来

「|さんをお見送りしたが、これが今生の暇乞いになる

とは、神ならぬ身の知る由もなし。只管ご冥福をお祈

り中し出デます。

2 」OF王OSAKA

末田先生を偲ぶ

Pヽ (〕法人釣り文化協会

ノこ・関 ltlの釣 り編集杵

萱問 修

私が 「先生Jと 呼んだ釣 り人は 一人だけです。本肖

に尊敬のできる方に巡 り会えて私の人生も変わりまし

た。先生は自分のお名前を 「くるつたじんせい、やね

ん。Jと 笑つてお られましたが。でモ)、もし、そ うだ

としたら、私のような人間は、くるつた人にくるわさ

れたようなもので、たいへんです。いや、冗談です。

魅魅胆極が閲歩するこの世界で、まともなものは先生

の思想以外にはないと私は感 じました。

それは、釣 りという遊びが 「自由と平和を求める行

為」であるとい う点です。故に、釣 りの権利を守るた

めに、まさに人生をかけて戦つてこられた。釣 りの権

利を督流する釣 り人に対 しても深い悲 しみで見つめら

れていた。百万人の敵がいても自分の考えが正しけれ

ば何も臆することはないとも教えていただきました。

先生がいなくなつた寂 しさは言葉には表せません。

合掌。



フィッシングショ戦 脚 ガ ース軸 加 W瑚

フィッシングショー大阪2019が2月2門 (11)～ 3

Fl(「1)に 、インテックス大阪で開催され、今年も 「大

阪湾海域美化安企協会のブースJと 「舟釣 り仕掛け教室

のブース」で協力をしました。

「大阪湾海域業化安全協会のブース」では、今年 t,I本ど

(D達の 「任iバッチ作 りのサポー ト」、人気は相変わらず

順番待ちができるほどの盛況ぶ りG手 前に用意されてい

た何iバッチの材料は2口間で1,000セットで したが、終 F

l時間前にすべて無くな り、平仕舞.と にかく慌ただ し

い211F首]でしたが、魚好き、金(」り好きな rゼ も達が楽 し

そうに、真剣にtriバッチを作っている姿を見られてよかつ

たです。 (報告 室 井)

「舟算Jり仕雑|けヽ教室のブース」では、2 F l間で41可開催

し、受講された方は70名で したが満席で受講出来なかつ

た 方 t少多数お られました。

十`な成31年3月3日(「司)ひな祭りの日、大和川 ・石川クリー

ン作戦の1会場石川河川敷会場にインス トラクター2名で

参加。開催予定の10時になると、250名以 上の参加者が

河川敷を埋め、市長や行政関係の挨拶σD後、クリーン作

戦の開始となりましたが、会場周辺には、ゴミはほとん

ど無く、ゴミがありそ うな場所へ急いで移動。

聯 岬 剛 刑 列Lン僻 劾剛

講習は、船釣とは、魚がいる場所を魚探等で探 し、釣り

を行う積極的な釣りで、慣れた船長が指導してくれるの

で初心者の人円にも適 していますから始まり 「種類」

「仕推|けヽ」 「乗合船の技術解説J等 、また魚がかかって

からのファイ トのコツや船 Lでのマナー、釣り座選び、

道糸の太さ、オモリの重さなど ‐般的な決まり事を解説

し、ライフジャケット

の重要性、最近人気の

あるタイラバについて

t,お話を しました。今

41i t)多くの人に参加 し

ていただき、とても楽

しいひと時を過ごすこ

とが出来ました。

(報告 石 川)

中:深い所には増水 した

時に流れ若いた発砲ス

テロールやベ ットボ ト

ル、コンビニのナイロン袋など 「マイクロブラスチックJ

の原因となる物品が多くあり、道路などに捨てられた人ッ

トボ トルや ビニール袋が雨で川に流れ込むことを、考え

て戴けたらと思いました。  (報 告 西 谷)

朝10時より始まつた 「ええあんばいのワークショッブ」

では、性山とれが出会うクラフトや、微/J只ヽのワークショッ

プ 、海藻押 し花体験等の作品の出来栄えに感激。 14時

からのシンポジュームでは、特別プレゼンテーションと

して 「SDG sつてなに ?J(持 続可能な開発日標)の お

話 し、岡山県真庭市の永続的発展に向けた地方分散モデ

ル事業を例に。ええあんばいの海を求めての講演では、

住吉大社と海 ・大阪湾についてドr代から現在までをタ

イ トルに各例を用い、住吉大社権爾住の小出さんに大

変楽しくお話をしていただきました。今回のシンポジュー

ムを聴講 し、私たちJOFI大阪も自然保護 ・環境保全に

より積極的に取り組む必要があることや発表のための

資料整理の必要性を実感 しました. (報 告 111隅)

番韓陣
t第 23回 JOFI大阪定時総会を開催佃距畑)

今イ|とも 「第23回定期総会Jを ヒューマンアカデミー大阪

心斎橋校で、3月31日(日曜 日)13時から 「会員数72名(2

月15日現在)のうち出席者と委任状をあわせ59名で82%

により成立していますとの開会の言葉があり開始。

宋FH代表の挨拶ではじまるところ、体調不良のため出席

できなく 「JOFI大阪の皆さんへ」との文書を依頼された

物部胤三事務局長が代読。全日本釣り団体協議綿井良隆

ほっ肌 らあかんやん!触欧 鵬 フォーラ封こ劾 して仙制

大1坂湾見守リネットでは、大阪湾沿岸で活動する市民

や団体の情報共有 ・情報交換を目的として毎年1静1。14

年間にわたリフォーラムを開僻しています。

今4「二は 「ここからはじまる100年先の え えあんばい

の海と川Jと 題 して浜寺公園レストハウスで開催。

私達」OFi大阪 も大阪湾沿岸でのごみ

拾いや 自然を守

る活動に参力日し、

フォーラムに も

釣 り人の立場で

行年参カロしてい

ます。

JOF10SAKA



事務理学からのご挨拶と塩見孝男相1設役の挨拶があり、

||1崎勝彦相1談役を議長に選出し議寸:を開始しました.

第 ■ナ議案の 「`十二成30イ|二度宇米報告Jで は、 本 部事米・

協力!if米、特に昨イ118ナ1と9月の台風被午':で壊滅的な打撃

を受けた南港魚釣り囲協力事業と支湘!学米・1胡人調査学

米な どに、昨年を LI甲|

る393名 ttt σ)協力があっ

た 寸fを高木キ米部長か

ら服併っ第 1チ) 議ヽ 案で

は、 「広報誌の 発行」

内容や 「ホームベー ジ

」 「 ネットラジオ」の訪問卜1数を報告3第 二け議案

「`F成 30年 度会言1報告」、第四チ)‐議案の 「監査報告キ」

等の報告があり、すべて満場 一致で r水され ま た、新
イli度へ向けて,とヽtD新たにして向かうことを確認し合いま

した。審議の終 r後、記念写真を検り終 Fしました.

抑胡単
R樽 井漁港で水中清掃活動は卜5れD

平成18年に、十1本釣振興会釣 り環境 ビジョンの 一環とし

て水中清掃作業の第 lJ日 を実施.新 イ|を,サ
‐
初の活動とし

て令和元年5月11「|(1 1 )に樽井漁港で、 |1本グJ振興会人

阪府支部のメンバー7名と漁業関係者や協カダイバー 12

名、私達インス トラクター3名、大阪湾見
′、11リネット1名、

漁港関係者8名が参カロ協力し総勢31名で清掃作業を実施

しました.

榊ナト漁港は船舶を係留させる側 と、釣 り堀を営業する

側に中堤防を挟んで 2分 してお り、今|11 +の清掃は船舶を

係留させる側の十分程度を行いました.

泉r打の観光産米の漁業を体験 して姓うため、岬町観光

協会と小島漁業協会組合長が船算」り教生を企陣iし6月23

門(11)に実施っインストラクター 5名 がダJり支援で参カロ

しました。船釣り体験者は阪南大学の学生達年15名、初

めて船釣りを経験する人tD多いとのことfl

山巧〔学漁米協同組合長、観光協会卸1会長1打条磯巳氏の

「とにかく楽しんでほしいとのJ σD挨拶から始まり、魚

の針Jり方や船釣りのた意事項をインストラクターが説明D

小Fわ丸船長山原さんからエサの付け方、 リール操作を解

水温は上7～18度、水深3～7m程度で透l1/1度は良く、見た

日にはゴミは無いようでしたが、底にはヘ ドロが有り巻

き LIデないよう慎重な作業でしたが、ル十収ゴミは 合般ゴ

ミがiで あり、タイヤ、バイク、パッテリー等350キロ

程度のゴミがい11収でき

ました。 (報告 物 部)

地域の地場産業を体験岬町観光協会船釣り教室像16/2〕
説。実践では、エサを付ける時に子に針が刺さつたり、

魚が営Jれて大騒ぎした り、船釣 りに1賞`れていないのでお

祭 りも多く、インス トラクター (少忙 しく協力。釣果はオ

ニアジM匹 とガシラ3匹で したが、充分満喫 した人、船

酔いにな り苦 しんだ人り閉会では船長から

「魚釣 りは四季によつていろいろ異なった

魚がダJれるので楽 しみです。」船酔いを し

た人はこれに懲 りないで魚釣 りを継続 して

ほしい等の挨拶で船針jり教室は終了っ

(報告 山 本)

ように感じました。積み込みの終わつた船にボーイスカ

ウトとボランティア、報道関係者が乗船しそれぞれの放

流場所に向かつて出航 し、指定場所でボーイスカウトの

子によって放流しました① 帰 港してから皆で清掃作業

を行い、当「1はすがすがしい気分で終わることができま

第38回大阪湾稚魚放流事業に参力日は1-8/8)

8ナ1811(金)|1本釣振興会大阪府支部i任 の稚魚放流に、

インス トラクター 5名 で参カロ協力しました。昨年は台風

接近により不参力日となつたボーイスカウトも参加。今年

度からチヌ18,000尾は近畿大学水産養殖種苗センターか

ら、キジハタは(公財)大阪府漁業振興基金栽妹時事業場

から椎魚の提供を受けて実施。10時からi僻 の代表者の

挨拶や説明の後到着した トラックから参加ボランティア

がバケツリレーで、協力団体の大阪釣船漁業協同組合協

力船に連び込みましたの稚魚は昨年より少 し大きかった

した。 (報告 事 務局物部)


